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「増加した」の回答が前回調査の23.7％から30.0％に
増え、「減少した」が前回の26.7％から19.0％に減った。
その結果、DIが前回のマイナス3.0からプラスに転じて
11.0となり、大幅に好転した。業種別では全12業種のう
ち、「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「ゴム」「繊維」「ソフ
トウェア」「卸売・小売業」「サービス業」で増加が減少
を上回る。減少の方が多かったのは「輸送」「プラスチッ
ク」「その他」。「電機」は増加と減少が同数だった。

売 上 額 ＤＩ好転

「増加する」の回答が前回調査の17.7％から14.7％に
減少。「減少する」の回答も前回の23.3％から21.7％に
減った。「横ばい」回答が49.9％と、ほぼ半数を占める。
DIはマイナス5.6からマイナス7.0とさらに落ち込んだ。
全12業種で「金属」「機械」「電機」「輸送」「プラスチック」
「ゴム」「その他」「卸売・小売業」で減少が上回る。増
加が上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「繊維」「サービス業」。「ソ
フトウェア」は増加と減少が同数だった。

売上額の見通し
（３カ月位先） ＤＩマイナス幅拡大

減少横ばい増加

「好転」と答える企業が前回の7.3％から8.3％に増え、
「悪化」回答が前回の24.3％から23.3％に減った。DIは
前回のマイナス17.0からマイナス15.0となり、マイナス
幅の縮小が続いた。「不変」回答が過半数を占める状況
は変わらない。業種別で、好転が悪化を上回ったのは「鉄
鋼・非鉄」と「繊維」。「ソフトウェア」が同数。「金属」「機
械」「電機」「輸送」「プラスチック」「ゴム」「その他」「卸売・
小売業」「サービス業」は「悪化」が「好転」を上回った。

採 算 状 況

資 金 繰 り

ＤＩマイナス幅が縮小

「上昇」回答が前回の13.3％から16.3％に増え、「下降」
回答が19.7％から17.3％に減った。DIは前回のマイナ
ス6.4からマイナス1.0となり、マイナス幅が縮小。「不
変」回答は52.1％を占めた。業種別で上昇が下降を上回っ
たのは「鉄鋼・非鉄」と「繊維」。下降が好転を上回っ
たのは「金属」「ゴム」「その他」。「機械」「電機」「輸送」「プ
ラスチック」は上昇と下降が同数だった。

操  業  度
（ソフトウェア、卸売・小売業、サービス業は除く） ＤＩマイナス幅が縮小

悪化不変好転 下降 未回答不変上昇未回答未回答

未回答 未回答

減少横ばい増加 未回答

「上昇」回答が前回の10.3％から17.3％に増え、増加が
続く。「下降」は前回の8.7％から6.7％に減り、減少が続く。
最多の回答が「横ばい」の状況は変わらず、今回調査は
61.3％。DIは前回の1.6から10.6となり、上昇が続いた。
業種別で上昇が下降を上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「金属」
「機械」「電機」「プラスチック」「ゴム」「繊維」「ソフトウェア」「卸
売・小売業」。「輸送」「その他」は下降が上回った「サー
ビス業」は上昇と下降が同数だった。

ＤＩ上昇

「好転」は前回の4.0％から4.3％となり微増。「悪化」
は16.0％から14.3％に減少してDIは前回のマイナス
12.0からマイナス10.0とマイナスが続く。「不変」は
66.0％から増加して67.1％を占める。業種別で好転が悪
化を上回った業種はなく、「ソフトウェア」は好転と悪
化が同数。「ゴム」と「繊維」は好転と悪化の回答がと
もにゼロだった。

販売価格
（受注単価） ＤＩマイナス続く

下降横ばい上昇 悪化不変好転

DI（好転－悪化） DI（上昇－下降）

DI（上昇－下降） DI（好転－悪化）

DI（増加－減少） DI（増加－減少）

売上額のDIプラスに
調査概要
調査対象：県内中小企業 300社
調査時点：令和４年 4月集計
調査方法：アンケート調査方式（回収率 86％） 

概況
DIは、マイナス幅が拡大した「売上額の見通し」を除いて改善を示し、なかでも売

上額の上昇幅は大きく、マイナスからプラスに転じた。販売価格も大きく上昇した。
ただ、改善した資金繰り、採算状況、操業度についてもマイナスが続く。

14.7% 49.9% 21.7%

※DIは増加した企業の割合から減少した企業の割合を引いたもの。
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「増加した」の回答が前回調査の23.7％から30.0％に
増え、「減少した」が前回の26.7％から19.0％に減った。
その結果、DIが前回のマイナス3.0からプラスに転じて
11.0となり、大幅に好転した。業種別では全12業種のう
ち、「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「ゴム」「繊維」「ソフ
トウェア」「卸売・小売業」「サービス業」で増加が減少
を上回る。減少の方が多かったのは「輸送」「プラスチッ
ク」「その他」。「電機」は増加と減少が同数だった。

売 上 額 ＤＩ好転

「増加する」の回答が前回調査の17.7％から14.7％に
減少。「減少する」の回答も前回の23.3％から21.7％に
減った。「横ばい」回答が49.9％と、ほぼ半数を占める。
DIはマイナス5.6からマイナス7.0とさらに落ち込んだ。
全12業種で「金属」「機械」「電機」「輸送」「プラスチック」
「ゴム」「その他」「卸売・小売業」で減少が上回る。増
加が上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「繊維」「サービス業」。「ソ
フトウェア」は増加と減少が同数だった。

売上額の見通し
（３カ月位先） ＤＩマイナス幅拡大

減少横ばい増加

「好転」と答える企業が前回の7.3％から8.3％に増え、
「悪化」回答が前回の24.3％から23.3％に減った。DIは
前回のマイナス17.0からマイナス15.0となり、マイナス
幅の縮小が続いた。「不変」回答が過半数を占める状況
は変わらない。業種別で、好転が悪化を上回ったのは「鉄
鋼・非鉄」と「繊維」。「ソフトウェア」が同数。「金属」「機
械」「電機」「輸送」「プラスチック」「ゴム」「その他」「卸売・
小売業」「サービス業」は「悪化」が「好転」を上回った。

採 算 状 況

資 金 繰 り

ＤＩマイナス幅が縮小

「上昇」回答が前回の13.3％から16.3％に増え、「下降」
回答が19.7％から17.3％に減った。DIは前回のマイナ
ス6.4からマイナス1.0となり、マイナス幅が縮小。「不
変」回答は52.1％を占めた。業種別で上昇が下降を上回っ
たのは「鉄鋼・非鉄」と「繊維」。下降が好転を上回っ
たのは「金属」「ゴム」「その他」。「機械」「電機」「輸送」「プ
ラスチック」は上昇と下降が同数だった。
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「上昇」回答が前回の10.3％から17.3％に増え、増加が
続く。「下降」は前回の8.7％から6.7％に減り、減少が続く。
最多の回答が「横ばい」の状況は変わらず、今回調査は
61.3％。DIは前回の1.6から10.6となり、上昇が続いた。
業種別で上昇が下降を上回ったのは「鉄鋼・非鉄」「金属」
「機械」「電機」「プラスチック」「ゴム」「繊維」「ソフトウェア」「卸
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は16.0％から14.3％に減少してDIは前回のマイナス
12.0からマイナス10.0とマイナスが続く。「不変」は
66.0％から増加して67.1％を占める。業種別で好転が悪
化を上回った業種はなく、「ソフトウェア」は好転と悪
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調査対象：県内中小企業 300社
調査時点：令和４年 4月集計
調査方法：アンケート調査方式（回収率 86％） 

概況
DIは、マイナス幅が拡大した「売上額の見通し」を除いて改善を示し、なかでも売

上額の上昇幅は大きく、マイナスからプラスに転じた。販売価格も大きく上昇した。
ただ、改善した資金繰り、採算状況、操業度についてもマイナスが続く。
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貿易におけるアジアの割合の推移（全国・福岡県）

グラフdeふくおか

　2020年の福岡県の最大の貿易相手国は、輸出入ともに中国となっています。
　全体に占めるアジアの割合は、輸出は71.0%（全国57.3%）と2015年から9.1%上昇し、輸入は76.9%（全国51.1%）と
2.0%上昇し、成長著しいアジアの割合が全国を上回っています。

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和２年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r2report.html

アジア経済と福岡県経済／貿易対外投資
貿易

県内企業の国・地域別海外進出状況の推移 県内企業の国・地域別海外進出状況（累計）

　2020年における県内企業の海外進出件数は、10件で、累計821件となりました。
うちアジア地域の累計件数は、全体の73.4％を占めています。

対外投資の動向
出所：財務省「貿易相手先国上位10カ国の推移」、門司税関「九州経済圏各県別の貿易」より作成

注 ：本社が福岡県に所在し、100%現地法人、現地企業との共同出資が対象である。
個人向けサービスを行う支店・店舗、フランチャイズ展開はカウントしていない。なお、
撤退した企業は除く。

注 ：進出企業については、2020年12月現在の数。
出所：（公財）九州経済調査協会提供資料より作成

外国人労働者数の推移（全国・福岡県）
< 全 国 >

福岡県で働く外国人労働者

出所：厚生労働省「「外国人雇用状況」の届出状況表一覧」より作成

出所：福岡労働局「「外国人雇用状況」の届出状況表一覧」より作成

　福岡県内で働く外国人労働者※は、2020年10月末時点で54,957人となりました。過去５年間で急増（増減率108.8%）し
ており、全国の増減率89.9%を大きく上回っています。
　国籍別では、全国と比べてベトナム（35.2%）とネパール（15.0%）の割合が高くなっています。
　在留資格別では資格外活動の「留学」が最も多く19,872人と全体の36.2%を占めており、全国における「留学」の割合
17.8%を大きく上回っています。
※特別永住者、在留資格「外交」・「公用」の者を除く。

　福岡県内で働く外国人労働者※は、2020年10月末時点で54,957人となりました。過去５年間で急増（増減率108.8%）し
ており、全国の増減率89.9%を大きく上回っています。
　国籍別では、全国と比べてベトナム（35.2%）とネパール（15.0%）の割合が高くなっています。
　在留資格別では資格外活動の「留学」が最も多く19,872人と全体の36.2%を占めており、全国における「留学」の割合
17.8%を大きく上回っています。
※特別永住者、在留資格「外交」・「公用」の者を除く。
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54.1%
209.5%
109.4%
33.6%
35.2%
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貿易におけるアジアの割合の推移（全国・福岡県）

グラフdeふくおか

　2020年の福岡県の最大の貿易相手国は、輸出入ともに中国となっています。
　全体に占めるアジアの割合は、輸出は71.0%（全国57.3%）と2015年から9.1%上昇し、輸入は76.9%（全国51.1%）と
2.0%上昇し、成長著しいアジアの割合が全国を上回っています。

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和２年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r2report.html

アジア経済と福岡県経済／貿易対外投資
貿易

県内企業の国・地域別海外進出状況の推移 県内企業の国・地域別海外進出状況（累計）

　2020年における県内企業の海外進出件数は、10件で、累計821件となりました。
うちアジア地域の累計件数は、全体の73.4％を占めています。

対外投資の動向
出所：財務省「貿易相手先国上位10カ国の推移」、門司税関「九州経済圏各県別の貿易」より作成

注 ：本社が福岡県に所在し、100%現地法人、現地企業との共同出資が対象である。
個人向けサービスを行う支店・店舗、フランチャイズ展開はカウントしていない。なお、
撤退した企業は除く。

注 ：進出企業については、2020年12月現在の数。
出所：（公財）九州経済調査協会提供資料より作成

外国人労働者数の推移（全国・福岡県）
< 全 国 >

福岡県で働く外国人労働者

出所：厚生労働省「「外国人雇用状況」の届出状況表一覧」より作成

出所：福岡労働局「「外国人雇用状況」の届出状況表一覧」より作成

　福岡県内で働く外国人労働者※は、2020年10月末時点で54,957人となりました。過去５年間で急増（増減率108.8%）し
ており、全国の増減率89.9%を大きく上回っています。
　国籍別では、全国と比べてベトナム（35.2%）とネパール（15.0%）の割合が高くなっています。
　在留資格別では資格外活動の「留学」が最も多く19,872人と全体の36.2%を占めており、全国における「留学」の割合
17.8%を大きく上回っています。
※特別永住者、在留資格「外交」・「公用」の者を除く。

　福岡県内で働く外国人労働者※は、2020年10月末時点で54,957人となりました。過去５年間で急増（増減率108.8%）し
ており、全国の増減率89.9%を大きく上回っています。
　国籍別では、全国と比べてベトナム（35.2%）とネパール（15.0%）の割合が高くなっています。
　在留資格別では資格外活動の「留学」が最も多く19,872人と全体の36.2%を占めており、全国における「留学」の割合
17.8%を大きく上回っています。
※特別永住者、在留資格「外交」・「公用」の者を除く。
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その他のアジア2.0その他のアジア2.0

その他その他

アジア57.3％アジア57.3％

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%10% 30% 50% 70% 90%

2020年

2015年 24.824.8
4.14.1
3.63.6 15.115.1 10.310.3 11.011.0 29.829.8

25.825.8 4.24.2
4.24.2 15.715.7 11.011.0 5.65.6 32.332.3

中国中国 韓国韓国台湾台湾

アジア48.9％アジア48.9％

ASEANASEAN 米国米国 オーストラリアオーストラリア その他その他

中国中国 韓国韓国台湾台湾 ASEANASEAN 米国米国 オーストラリアオーストラリア

その他のアジア1.3その他のアジア1.3

その他のアジア1.2その他のアジア1.2

その他その他

アジア51.1％アジア51.1％

全国

輸出 輸入

0% 20% 40% 60% 80% 100%10% 30% 50% 70% 90%

2020年

2015年 22.122.1 12.412.4 7.47.4 4.94.9 13.713.7 12.712.7 25.525.5

29.229.2 12.712.7 6.46.4 7.77.7 13.413.4 12.312.3 16.716.7

中国中国 韓国韓国 台湾台湾

アジア61.8％アジア61.8％

香港香港 ASEANASEAN 米国米国 その他その他

中国中国 韓国韓国 台湾台湾 香港香港 ASEANASEAN 米国米国

その他のアジア1.3その他のアジア1.3

その他のアジア1.6その他のアジア1.6

その他その他

アジア71％アジア71％

0% 20% 40% 60% 80% 100%10% 30% 50% 70% 90%

2020 年

2015年 33.833.8 8.08.0 9.89.8 22.122.1 5.85.8
3.93.9 15.415.4

33.833.8 7.37.3 12.312.3 22.122.1 14.614.63.33.3
5.35.3

中国中国 韓国韓国 台湾台湾

アジア74.9％アジア74.9％

ASEANASEAN 米国米国
オーストラリアオーストラリア

その他その他

中国中国 韓国韓国 台湾台湾 ASEANASEAN 米国米国
オーストラリアオーストラリア

その他のアジア1.2その他のアジア1.2

その他のアジア1.3その他のアジア1.3

その他その他

アジア76.9％アジア76.9％

福岡

進出国・地域 進出企業数 進出件数進　出　先 2014年
アジア

韓国
中国
台湾
香港
ベトナム
タイ
シンガポール
インドネシア
その他アジア

イギリス
フランス
ドイツ
オランダ
スペイン
イタリア
チェコ
サウジアラビア
トルコ
フィンランド
ノルウェー
ポーランド
スロベニア
ブルガリア
カナダ
アメリカ
メキシコ
オーストラリア
ニュージーランド
ブラジル
アラブ首長国連邦

合　　計

24
１
６
２
１
１
３
４
３
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
28

22
１
３
３
０
２
３
２
２
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
７
１
０
０
０
０
31

21
１
５
３
２
３
１
４
１
１
１
０
０
１
０
１
０
０
０
０
１
２
０
１
０
３
１
２
０
０
０
34

24
１
３
０
１
５
３
４
３
４
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
３
０
１
０
０
０
30

29
２
７
２
０
２
１
５
５
５
０
１
１
１
１
０
０
１
０
０
０
１
０
０
０
５
０
０
１
０
０
41

14
２
１
１
１
３
３
０
０
３
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
１
０
０
４
０
０
０
１
１
23

７
０
１
０
０
４
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
１
10

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年
アジア

韓国
中国
台湾
香港
ベトナム
タイ
シンガポール
マレーシア
フィリピン
インドネシア
カンボジア
ラオス
ミャンマー
インド
スリランカ
バングラデシュ
モンゴル

イギリス
オランダ
フランス
ドイツ
イタリア
ポーランド
その他欧州
サウジアラビア
アラブ首長国連邦
その他中東
カナダ
アメリカ
メキシコ
ブラジル
オーストラリア
ニュージーランド
南アフリカ
その他アフリカ

合　　　計

383
36
107
31
26
34
36
34
20
11
23
4
1
5
11
1
2
1
7
8
4
7
4
4
18
2
4
1
4
49
5
5
5
1
1
1

513

603
45
217
48
30
54
57
45
25
13
29
4
1
7
23
1
3
1
11
9
6
16
4
5
23
3
6
1
6
96
9
7
12
2
1
1

821

< 福 岡 県 >

外国人労働者総数
専門的・技術的分野の在留資格
うち技術・人文知識・国際業務
うち技術
うち人文知識・国際業務

特定活動
技能実習
資格外活動
留学
その他

身分に基づく在留資格
うち永住者
うち日本人の配偶者等
うち定住者

不明
中国（香港等含む）
韓国
フィリピン
ベトナム
ネパール
ブラジル
ペルー
G8＋オーストラリア＋ニュージーランド
うちアメリカ
うちイギリス

その他
うちインドネシア

（単位 : 人）

（単位 : 人）

在
留
資
格
別

国

　
籍

　
別

2015年

907,896
167,301
121,160
－
－
12,705
168,296
192,347
167,660
24,687
367,211
208,114
72,895
77,234

36
322,545
41,461
106,533
110,013
39,056
96,672
24,422
61,211
26,376
10,044
105,983
21,302

2016年

1,083,769
200,994
148,538
－
－
18,652
211,108
239,577
209,657
29,920
413,389
236,794
79,115
87,039

49
344,658
48,121
127,518
172,018
52,770
106,597
26,072
67,355
28,976
10,859
138,660
27,747

2017年

1,278,670
238,412
180,367
－
－
26,270
257,788
297,012
259,604
37,408
459,132
264,962
85,239
96,875

56
372,263
55,926
146,798
240,259
69,111
117,299
27,695
73,636
31,548
11,730
175,683
34,159

2018年

1,460,463
276,770
213,935
－
－
35,615
308,489
343,791
298,461
45,330
495,668
287,009
89,201
105,953

130
389,117
62,516
164,006
316,840
81,562
127,392
28,686
77,505
32,976
12,236
212,839
41,586

2019年

1,658,804
329,034
260,556
－
－
41,075
383,978
372,894
318,278
54,616
531,781
308,419
94,167
114,453

42
418,327
69,191
179,685
401,326
91,770
135,455
29,554
81,003
34,454
12,352
252,493
51,337

2020年

1,724,328
359,520
282,441

－
－

45,565
402,356
370,346
306,557
63,789
546,469
322,092
95,226
113,641

72
419,431
68,897
184,750
443,998
99,628
131,112
29,054
80,414
33,697
12,330
267,044
53,395

シェア
100.0％
20.8％
16.4％
－
－
2.6％
23.3％
21.5％
17.8％
3.7％
31.7％
18.7％
5.5％
6.6％
0.0％
24.3％
4.0％
10.7％
25.7％
5.8％
7.6％
1.7％
4.7％
2.0％
0.7％
15.5％
3.1％

前年比
104.0％
109.3％
108.4％
－
－
110.9％
104.8％
99.3％
96.3％
116.8％
102.8％
104.4％
101.1％
99.3％
171.4％
100.3％
99.6％
102.8％
110.6％
108.6％
96.8％
98.3％
99.3％
97.8％
99.8％
105.8％
104.0％

2020／2015年
増減率
89.9％
114.9％
133.1％
－
－
258.6％
139.1％
92.5％
82.8％
158.4％
48.8％
54.8％
30.6％
47.1％
100.0％
30.0％
66.2％
73.4％
303.6％
155.1％
35.6％
19.0％
31.4％
27.8％
22.8％
152.0％
150.7％

外国人労働者総数
専門的・技術的分野の在留資格
うち技術・人文知識・国際業務
うち技術
うち人文知識・国際業務

特定活動
技能実習
資格外活動
留学
その他

身分に基づく在留資格
うち永住者
うち日本人の配偶者等
うち定住者

不明
中国（香港等含む）
韓国
フィリピン
ベトナム
ネパール
ブラジル
ペルー
G8＋オーストラリア＋ニュージーランド
うちアメリカ
うちイギリス

その他
うちインドネシア

在
留
資
格
別

国

　
籍

　
別

2015年

26,323
4,287
2,549
－
－
247
3,830
13,332
12,130
1,202
4,627
2,812
1,322
379
0

9,459
1,356
2,079
4,536
5,353
74
64

1,482
594
303
1,920
424

2016年

31,541
5,250
3,427
－
－
303
5,592
14,877
13,470
1,407
5,519
3,425
1,500
447
0

10,145
1,629
2,708
6,770
5,557
87
87

1,668
673
343
2,890
539

2017年

39,428
6,344
4,361
－
－
425
8,265
18,004
16,345
1,659
6,389
3,943
1,715
551
1

11,299
1,982
3,236
10,084
6,591
110
96

1,863
770
373
4,167
703

2018年

46,273
7,511
5,337
－
－
526

10,624
20,622
18,841
1,781
6,990
4,310
1,928
548
0

11,598
2,262
3,640
13,894
7,286
122
100
1,991
820
400
5,380
955

2019年

52,530
8,366
6,146
－
－
708

13,611
22,185
20,383
1,802
7,660
4,723
2,102
612
0

12,038
2,427
4,079
17,520
7,813
156
118
1,975
812
380
6,404
1,240

2020年

54,957
8,815
6,199
－
－
1,080
14,985
21,743
19,872
1,871
8,334
5,117
2,285
696
0

11,617
2,220
4,374
19,329
8,251
229
134
1,980
803
355
6,823
1,436

シェア
100.0%
16.0%
11.3%
－
－
2.0%
27.3%
39.6%
36.2%
3.4%
15.2%
9.3%
4.2%
1.3%
0.0%
21.1%
4.0%
8.0%
35.2%
15.0%
0.4%
0.2%
3.6%
1.5%
0.6%
12.4%
2.6%

前年比
104.6%
105.4%
100.9%
－
－
152.5%
110.1%
98.0%
97.5%
103.8%
108.8%
108.3%
108.7%
113.7%
－
96.5%
91.5%
107.2%
110.3%
105.6%
146.8%
113.6%
100.3%
98.9%
93.4%
106.5%
115.8%

2020／2015年
増減率
108.8%
105.6%
143.2%
－
－
337.2%
291.3%
63.1%
63.8%
55.7%
80.1%
82.0%
72.8%
83.6%
－
22.8%
63.7%
110.4%
326.1%
54.1%
209.5%
109.4%
33.6%
35.2%
17.2%
255.4%
238.7%
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外国人労働者数の推移（全国・福岡県）
< 全 国 >

福岡県への外国人入国者

出所：法務省「出入国管理統計」より作成

　2020年における福岡県への外国人入国者数は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う入国制限により大幅に減少し、前年比
88.4％減の330千人となりました。
　2020年における福岡県への外国人入国者数は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う入国制限により大幅に減少し、前年比
88.4％減の330千人となりました。

総数

アジア計

韓国

中国

台湾

中国〔香港〕

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

タイ

シンガポール

ヨーロッパ計

英国

北アメリカ計

米国

オセアニア計

オーストラリア

その他

船舶観光上陸数

総数

アジア計

韓国

中国

台湾

中国〔香港〕

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

タイ

シンガポール

ヨーロッパ計

英国

フランス

北アメリカ計

米国

カナダ

オセアニア計

オーストラリア

その他

船舶観光上陸数

（単位 : 千人）

2015年

20,760

16,447

4,252

4,497

3,576

1,473

210

309

389

197

822

310

1,313

265

1,343

1,063

433

378

153

1,072

2016年

25,155

19,451

5,351

5,173

4,020

1,749

276

395

475

246

927

362

1,500

296

1,601

1,271

503

442

164

1,936

2017年

29,878

23,278

7,406

5,761

4,351

2,126

356

438

561

323

1,013

403

1,617

315

1,784

1,401

566

495

184

2,449

2018年

32,440

25,485

7,819

6,931

4,543

2,107

402

470

626

406

1,159

438

1,815

338

1,966

1,551

630

551

206

2,338

2019年

33,213

25,926

5,878

8,481

4,667

2,178

418

504

774

517

1,350

493

2,095

426

2,211

1,747

722

620

234

2,026

2020年

4,427

3,524

545

1,072

691

323

80

78

158

160

229

56

272

54

298

230

162

145

51

120

構成比

100％

79.6％

12.3％

24.2％

15.6％

7.3％

1.8％

1.8％

3.6％

3.6％

5.2％

1.3％

6.1％

1.2％

6.7％

5.2％

3.7％

3.3％

1.2％

2.7％

前年比

13.3％

13.6％

9.3％

12.6％

14.8％

14.8％

19.1％

15.5％

20.4％

30.9％

17.0％

11.4％

13.0％

12.7％

13.5％

13.2％

22.4％

23.4％

21.8％

5.9％

2020 ／ 2015年

21.3％

21.4％

12.8％

23.8％

19.3％

21.9％

38.0％

25.2％

40.6％

81.1％

27.9％

18.1％

20.7％

20.4％

22.2％

21.6％

37.4％

38.3％

33.4％

11.2％

< 福 岡 県 > （単位 : 千人）

2015年

2,086

1,520

881

158

232

117

４

７

15

12

60

15

30

７

３

26

18

７

８

６

１

502

2016年

2,596

1,739

1,037

164

257

139

５

８

24

16

49

13

32

７

３

29

21

８

８

７

２

786

2017年

3,189

2,422

1,649

182

291

156

５

７

28

21

38

15

35

８

３

33

23

９

９

７

２

688

2018年

3,276

2,608

1,708

219

327

197

６

９

32

25

38

16

40

９

４

39

27

10

10

８

２

578

2019年

2,845

2,251

1,218

231

352

216

８

37

45

31

59

19

48

13

６

40

28

11

13

11

２

491

2020年

330

272

122

27

50

32

１

６

９

10

７

２

５

１

１

６

４

１

２

１

０

45

構成比

100％

82.4％

37.0％

8.2％

15.2％

9.7％

0.3％

1.8％

2.7％

3.0％

2.1％

0.6％

1.5％

0.3％

0.3％

1.8％

1.2％

0.3％

0.6％

0.3％

0.0％

13.6％

前年比

11.6％

12.1％

10.0％

11.7％

14.2％

14.8％

12.5％

16.2％

20.0％

32.3％

11.9％

10.5％

10.4％

7.7％

16.7％

15.0％

14.3％

9.1％

15.4％

9.1％

0.0％

9.2％

2020 ／ 2015年

15.8％

17.9％

13.8％

17.1％

21.6％

27.3％

23.4％

85.5％

59.2％

81.5％

11.6％

13.1％

16.9％

14.0％

34.2％

22.8％

22.0％

13.4％

26.6％

16.5％

0.0％

9.0％

化学繊維研究所は、金属系を除く有機・無機材料の基幹研究所として筑紫野市に設置されており、繊維、ゴム・プ
ラスチック、セラミック製品分野における県内中小企業の技術の高度化や新製品開発への技術支援を行っています。
また、昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う社会情勢の変化に対応するため、ウィズ／アフターコロナで
必要とされる新しい生活様式に対応した中小企業の新技術・新製品の開発支援に取り組んでいます。令和３年度に
は中小企業の新たに生じた需要への早期参入をサポートするために、開発に必要な設備を整備しました。

福岡県工業技術センターは、中小企業を中心とする県内企業（以下「企業」という）１社１社の“創る”に寄り添い、“共
に” 課題解決に取り組んでまいります。また、将来を見据えた技術の蓄積にも取り組み、企業のみなさまにご活用
いただくことを通じて、福岡の未来を切り拓いていきたいと考えています。技術的なお困りごとの相談のほか、研
究開発、ものづくりを担う人材の育成等、様々な技術支援を行うハブとして技術拠点を目指してまいります。

1. 化学繊維研究所と「新しい生活様式」対応製品の開発支援

２．新規設備の紹介

録ビジサポ実 “創る” を “共に” 福岡の未来をひらく技術拠点

機関情報
■ 名 称：福岡県工業技術センター　化学繊維研究所
■ 所在地：〒818-8540

福岡県筑紫野市上古賀３－２－１
■ T E L：092-925-7402（技術総合支援室）　■ FAX：092-925-7724
■ U R L：https://www.fitc.pref.fukuoka.jp/

福岡県工業技術センター

「新しい生活様式」対応製品の開発を支援する設備の紹介

化学繊維研究所の紹介

◯冷温感測定装置
・生地やフィルム、不織布等の
熱特性（熱伝導率、接触冷温
感、保温性）の測定が可能。
・マスク用生地等の接触冷温感
の測定や衣類（インナー等）、
寝装関連等の素材の涼感、冷
感、温感の評価等。

◯高分解能Ｘ線CT
・Ｘ線を使い製品の内部構造を
非破壊で三次元的に観察可能。
・マスクの通気性・保温性（空
隙）の評価や機能性プラス
チック中のファイバー等補強
材の分散状態の評価等。

◯乾湿対応粒度分布測定装置
・粉末試料中の粒子の大きさ
（10nm～3mm程度）、割合や
分布を測定する装置。
・乾式（空気中）、湿式（溶液中）
のどちらでも測定可能。
・マスクやフィルター等の微粒
子通過性能の評価に活用可
能。

◯軽元素対応微小部蛍光Ｘ線分析装置
・各種材料の微小部領域（約20
μｍの狭い領域）において超
軽元素を含む幅広い元素分析
を非破壊で行える装置。

・元素の種類や量・分布の評価
ができ、銀や銅等の抗菌・抗
ウイルス成分の分散・分布状
態を調べることが可能。

◯紫外可視近赤外分光光度計
・ガラスやプラスチックフィル
ム、液体等に紫外～近赤外領
域の光を照射し、光吸収、反
射物性を調べる装置。

・タッチパネルなどフィルムや
ガラス製品中の抗菌・抗ウイ
ルス成分の濃度や透明性を調
べることが可能。

　工業技術センターでは、この他にも新技術・新
製品開発に利用可能な設備を多数そろえておりま
す。
　ご興味のある設備があれば、ぜひお問い合わせ
ください。
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外国人労働者数の推移（全国・福岡県）
< 全 国 >

福岡県への外国人入国者

出所：法務省「出入国管理統計」より作成

　2020年における福岡県への外国人入国者数は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う入国制限により大幅に減少し、前年比
88.4％減の330千人となりました。
　2020年における福岡県への外国人入国者数は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う入国制限により大幅に減少し、前年比
88.4％減の330千人となりました。

総数

アジア計

韓国

中国

台湾

中国〔香港〕

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

タイ

シンガポール

ヨーロッパ計

英国

北アメリカ計

米国

オセアニア計

オーストラリア

その他

船舶観光上陸数

総数

アジア計

韓国

中国

台湾

中国〔香港〕

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

タイ

シンガポール

ヨーロッパ計

英国

フランス

北アメリカ計

米国

カナダ

オセアニア計

オーストラリア

その他

船舶観光上陸数

（単位 : 千人）

2015年

20,760

16,447

4,252

4,497

3,576

1,473

210

309

389

197

822

310

1,313

265

1,343

1,063

433

378

153

1,072

2016年

25,155

19,451

5,351

5,173

4,020

1,749

276

395

475

246

927

362

1,500

296

1,601

1,271

503

442

164

1,936

2017年

29,878

23,278

7,406

5,761

4,351

2,126

356

438

561

323

1,013

403

1,617

315

1,784

1,401

566

495

184

2,449

2018年

32,440

25,485

7,819

6,931

4,543

2,107

402

470

626

406

1,159

438

1,815

338

1,966

1,551

630

551

206

2,338

2019年

33,213

25,926

5,878

8,481

4,667

2,178

418

504

774

517

1,350

493

2,095

426

2,211

1,747

722

620

234

2,026

2020年

4,427

3,524

545

1,072

691

323

80

78

158

160

229

56

272

54

298

230

162

145

51

120

構成比

100％

79.6％

12.3％

24.2％

15.6％

7.3％

1.8％

1.8％

3.6％

3.6％

5.2％

1.3％

6.1％

1.2％

6.7％

5.2％

3.7％

3.3％

1.2％

2.7％

前年比

13.3％

13.6％

9.3％

12.6％

14.8％

14.8％

19.1％

15.5％

20.4％

30.9％

17.0％

11.4％

13.0％

12.7％

13.5％

13.2％

22.4％

23.4％

21.8％

5.9％

2020 ／ 2015年

21.3％

21.4％

12.8％

23.8％

19.3％

21.9％

38.0％

25.2％

40.6％

81.1％

27.9％

18.1％

20.7％

20.4％

22.2％

21.6％

37.4％

38.3％

33.4％

11.2％

< 福 岡 県 > （単位 : 千人）

2015年

2,086

1,520

881

158

232

117

４

７

15

12

60

15

30

７

３

26

18

７

８

６

１

502

2016年

2,596

1,739

1,037

164

257

139

５

８

24

16

49

13

32

７

３

29

21

８

８

７

２

786

2017年

3,189

2,422

1,649

182

291

156

５

７

28

21

38

15

35

８

３

33

23

９

９

７

２

688

2018年

3,276

2,608

1,708

219

327

197

６

９

32

25

38

16

40

９

４

39

27

10

10

８

２

578

2019年

2,845

2,251

1,218

231

352

216

８

37

45

31

59

19

48

13

６

40

28

11

13

11

２

491

2020年

330

272

122

27

50

32

１

６

９

10

７

２

５

１

１

６

４

１

２

１

０

45

構成比

100％

82.4％

37.0％

8.2％

15.2％

9.7％

0.3％

1.8％

2.7％

3.0％

2.1％

0.6％

1.5％

0.3％

0.3％

1.8％

1.2％

0.3％

0.6％

0.3％

0.0％

13.6％

前年比

11.6％

12.1％

10.0％

11.7％

14.2％

14.8％

12.5％

16.2％

20.0％

32.3％

11.9％

10.5％

10.4％

7.7％

16.7％

15.0％

14.3％

9.1％

15.4％

9.1％

0.0％

9.2％

2020 ／ 2015年

15.8％

17.9％

13.8％

17.1％

21.6％

27.3％

23.4％

85.5％

59.2％

81.5％

11.6％

13.1％

16.9％

14.0％

34.2％

22.8％

22.0％

13.4％

26.6％

16.5％

0.0％

9.0％

化学繊維研究所は、金属系を除く有機・無機材料の基幹研究所として筑紫野市に設置されており、繊維、ゴム・プ
ラスチック、セラミック製品分野における県内中小企業の技術の高度化や新製品開発への技術支援を行っています。
また、昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う社会情勢の変化に対応するため、ウィズ／アフターコロナで
必要とされる新しい生活様式に対応した中小企業の新技術・新製品の開発支援に取り組んでいます。令和３年度に
は中小企業の新たに生じた需要への早期参入をサポートするために、開発に必要な設備を整備しました。

福岡県工業技術センターは、中小企業を中心とする県内企業（以下「企業」という）１社１社の“創る”に寄り添い、“共
に” 課題解決に取り組んでまいります。また、将来を見据えた技術の蓄積にも取り組み、企業のみなさまにご活用
いただくことを通じて、福岡の未来を切り拓いていきたいと考えています。技術的なお困りごとの相談のほか、研
究開発、ものづくりを担う人材の育成等、様々な技術支援を行うハブとして技術拠点を目指してまいります。

1. 化学繊維研究所と「新しい生活様式」対応製品の開発支援

２．新規設備の紹介

録ビジサポ実 “創る” を “共に” 福岡の未来をひらく技術拠点

機関情報
■ 名 称：福岡県工業技術センター　化学繊維研究所
■ 所在地：〒818-8540

福岡県筑紫野市上古賀３－２－１
■ T E L：092-925-7402（技術総合支援室）　■ FAX：092-925-7724
■ U R L：https://www.fitc.pref.fukuoka.jp/

福岡県工業技術センター

「新しい生活様式」対応製品の開発を支援する設備の紹介

化学繊維研究所の紹介

◯冷温感測定装置
・生地やフィルム、不織布等の
熱特性（熱伝導率、接触冷温
感、保温性）の測定が可能。

・マスク用生地等の接触冷温感
の測定や衣類（インナー等）、
寝装関連等の素材の涼感、冷
感、温感の評価等。

◯高分解能Ｘ線CT
・Ｘ線を使い製品の内部構造を
非破壊で三次元的に観察可能。
・マスクの通気性・保温性（空
隙）の評価や機能性プラス
チック中のファイバー等補強
材の分散状態の評価等。

◯乾湿対応粒度分布測定装置
・粉末試料中の粒子の大きさ
（10nm～3mm程度）、割合や
分布を測定する装置。

・乾式（空気中）、湿式（溶液中）
のどちらでも測定可能。

・マスクやフィルター等の微粒
子通過性能の評価に活用可
能。

◯軽元素対応微小部蛍光Ｘ線分析装置
・各種材料の微小部領域（約20
μｍの狭い領域）において超
軽元素を含む幅広い元素分析
を非破壊で行える装置。

・元素の種類や量・分布の評価
ができ、銀や銅等の抗菌・抗
ウイルス成分の分散・分布状
態を調べることが可能。

◯紫外可視近赤外分光光度計
・ガラスやプラスチックフィル
ム、液体等に紫外～近赤外領
域の光を照射し、光吸収、反
射物性を調べる装置。

・タッチパネルなどフィルムや
ガラス製品中の抗菌・抗ウイ
ルス成分の濃度や透明性を調
べることが可能。

　工業技術センターでは、この他にも新技術・新
製品開発に利用可能な設備を多数そろえておりま
す。
　ご興味のある設備があれば、ぜひお問い合わせ
ください。
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知的財産支援センター
Bu s i n e s s  S uppo r t  F ukuoka

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

香港法人の設立と事業展開
山九東源国際（香港）有
限公司は、香港政府が計画
する淡水化プロジェクトの輸
送を受注したことをきっかけ
として1973年に設立され
た。以降、南海石油開発関
連資材輸送や沙角発電所向
けプラント輸送などの事業を
中心に香港と中国を繋ぐ役

割を担ってきた。
山九グループは日本国内でも単なる物流会社の
枠を超えた、物流・機工・構内操業支援を融合さ
せた独自のビジネスモデルを確立させているが、中
国大陸への外資参入が始まる1980年代以降、日
系企業の進出に伴い、同地域でも基幹事業である
プラント・エンジニアリング、ロジスティクス・ソ
リューション、ビジネス・ソリューションの３事業
で中国大陸に拠点を広げ、現在は56相互拠点に
至っている。90年代後半から2000年代にかけて
は中国国内の購買力が向上し、内需の拡大が顕著
であり、自動車と消費財関連の業務が増加した。
同社が現在、中国華南地域で得意としているの

は、倉庫拠点とトラック（自社トラック100台及び
協力会社200台）を活用した定期混載便である。
また、香港内の同社物流センターは24時間稼働し
ており、中国大陸－香港間のダブルライセンス車
両と香港内循環車両を連動させることで、最短で
航空貨物、海上貨物を輸出入することができる集
積基地となっている。
山九グループはプラント輸送のイメージが強い

が、香港では電子部品、消費財の輸送が大きな割
合を占めている。また、近年では、がん治療設備
の輸送～設置や、香港国際空港のターミナル間移
動列車の搬入などの実績もあるという。

事業を展開するうえで大切にしていること
「長くビジネスを
続けていくうえでは
法令を遵守するこ
とがとても大切
で、社内では常々
コンプライアンスが
大切だと言ってい
る」と話す和田社
長。スピード重視
の香港にあっても目先のことにとらわれず、ビジネ
スの持続性を重視する言葉は、設立以来50年近く
この地で活躍する同社だからこその説得力を持つ。
また、顧客ニーズの先を読み、迅速にそれに応
えていくことも忘れない。2000年代からは冷凍、
冷蔵輸送に係る設備投資を積極的に進めており、
３温度帯貨物（食品、酒類、医薬品）の保管や配

送、Ｅコマース関連のBtoC物流にも取り組んでい
る。

今後の展望～九州と香港を繋ぐ存在として
門司発祥の企業である同社は、九州との関連物

流では工業品以外に食品や酒類の輸送にも力を注
いでいる。また、同社は華南エリアにおいて日系小
売りメーカー、日用品メーカーの物流センター及
び全域の配送業務を行っており、今後は大湾区規
模での購買力拡大に期待しつつ、サービス拡大に
努めていくという。
2019年の民主化デモ以降、香港に関する日本

国内のイメージはネガティブな内容が多いように感
じるが、実際には、香港は投資規制が少なく、外
国企業が進出しやすい環境であることに変わりはな
い。米中貿易摩擦や直近では新型コロナウイルス
感染症に絡む中国大陸のロックダウンによる混乱
はあるものの、「香港は日本物品が求められる巨大
市場であり、今後はこの勢いが華南エリアにも広
がっていく傾向にある」と和田社長は考えている。
海外展開を考える場合、「心配が先行すると前

に進むことができないが、海外進出とその後物流
業務をワンストップでトータルにサポートできるのが
当社であれば、進出の際、様々な側面からサポー
トできるので、関心があれば是非連絡いただきた
い」と話す和田社長。
同社の活躍により、九州と香港の縁が一層深ま

り、香港ビジネスが活気づくことを期待したい。

組織名：山九東源国際（香港）有限公司
代表者：社長　和田　武
所在地：Room 2206B-2215, 22/F, Metro Loft, 

38 Kwai Hei Street, Kwai Chung, N. T., 
Hong Kong

ＴＥＬ：＋852 2838 1639
従業員数：106名
ＵＲＬ：http://www.sankyu.com.hk/zh_tw/index.html
事業内容：海上・陸上・航空貨物取扱業、通関業、

倉庫業、物流コンサルティング業ほか

No .
241

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

北九州市門司区に本店を置く物流大手の山九株式会社。その香港法人である山九東源国
際（香港）有限公司は、1973年の設立以来、ダイナミックな変貌を遂げる香港及び華南地域
において日系企業のビジネス進出を支える存在であり続けている。同社のこれまでの事業展
開や今後の展望について、同社社長の和田武氏にお話を伺った。

山九東源国際（香港）有限公司
海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

香港事務所
所長

波多野 直美

社長の和田氏

倉庫内部

香港内を巡回配送する冷凍/冷蔵車両

企業の紹介
当社はペット用の紙おむつ「うんぼパンツ」を製造・販売する会社です。
愛犬の介護での苦労を解決するためのアイディアを出願して特許を取得しました。従来のペット用の紙おむつは便

への対応力が低く、便が漏れだしてしまうという課題がありました。「うんぼパンツ」はその課題を改善して、おむつ
と一体化したビニール袋で便をキャッチする商品です。

窓口を活用して変わった点や感想
支援を通じて製造委託先及び販路を確保しての事業の開始、ビジネスコンテストでも大賞を受賞することが出来ま

した。
現在は、受注が好調で生産が追い付かない状態で、お客様からは「ウンチの心配なく過ごせることはありがたい

です」、「本当にこのパンツには感謝しています」と言ったありがたい声をいただいています。

企業からのメッセージ
自分と同じ問題で困っている方へ解決策として商品を届けたいという想いを形にするのに知財を活用できるのは大
変に心強いものでした。今も知財を保持している事で安心して事業に取り組めています。
知財の本当の力は権利取得後にあると思われますので、これからも窓口を頼りにしています。

知財総合支援窓口を活用いただいたポイント
保有特許（特許第6232688号）、保有意匠（意匠第1640723号）を活用して事業

を始めたいため、専門家の派遣をお願いしたいとのことで INPIT 福岡県知財総合支援
窓口に相談に来られました。
商品アイディアを形にするところから、製造・販売に至るまでの全過程への支援が

必要でしたが、中でもいかに安価に製造するかが大きな課題でした。
当窓口では、ものづくりの専門家を活用して製品仕様決定、実証試験・改良の進め方、

コストダウンのための加工方法検討を支援しました。また、保有特許の権利範囲の把握、
追加出願の要否検討、及び製造委託先との契約・折衝については、弁護士を活用し
て支援を行いました。
その他、原価計算、売価決定、利益予想と事業展開、品質設定と製品仕様への落とし込み、作業マニュアル作成、
加工機・治具の検討、ビジネスコンテスト（主催「北九州女性創業支援　ひなの会」）情報の提供、新たな特許出
願及び商標出願（特願 2020‐105616、特願 2021‐100459、商願 2021‐090478）に関わる支援などを行
いました。

窓口支援事例（１）　 WANCH I

企 業 情 報 ◇所在地：福岡県北九州市門司区
 ◇業　種：製造業　◇従業員数：２人　◇URL：http://11wanchi.com/

担当者のコメント（氏名：武内　洋介）
同社は知財の大切さを十分理解されておられますので、今後も知財を活用した事業の展開
を期待していますし、できる限りの支援をさせていただきたいと思います。
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知的財産支援センター
Bu s i n e s s  S uppo r t  F ukuoka

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

香港法人の設立と事業展開
山九東源国際（香港）有
限公司は、香港政府が計画
する淡水化プロジェクトの輸
送を受注したことをきっかけ
として1973年に設立され
た。以降、南海石油開発関
連資材輸送や沙角発電所向
けプラント輸送などの事業を
中心に香港と中国を繋ぐ役

割を担ってきた。
山九グループは日本国内でも単なる物流会社の
枠を超えた、物流・機工・構内操業支援を融合さ
せた独自のビジネスモデルを確立させているが、中
国大陸への外資参入が始まる1980年代以降、日
系企業の進出に伴い、同地域でも基幹事業である
プラント・エンジニアリング、ロジスティクス・ソ
リューション、ビジネス・ソリューションの３事業
で中国大陸に拠点を広げ、現在は56相互拠点に
至っている。90年代後半から2000年代にかけて
は中国国内の購買力が向上し、内需の拡大が顕著
であり、自動車と消費財関連の業務が増加した。
同社が現在、中国華南地域で得意としているの

は、倉庫拠点とトラック（自社トラック100台及び
協力会社200台）を活用した定期混載便である。
また、香港内の同社物流センターは24時間稼働し
ており、中国大陸－香港間のダブルライセンス車
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積基地となっている。
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が、香港では電子部品、消費財の輸送が大きな割
合を占めている。また、近年では、がん治療設備
の輸送～設置や、香港国際空港のターミナル間移
動列車の搬入などの実績もあるという。

事業を展開するうえで大切にしていること
「長くビジネスを
続けていくうえでは
法令を遵守するこ
とがとても大切
で、社内では常々
コンプライアンスが
大切だと言ってい
る」と話す和田社
長。スピード重視
の香港にあっても目先のことにとらわれず、ビジネ
スの持続性を重視する言葉は、設立以来50年近く
この地で活躍する同社だからこその説得力を持つ。
また、顧客ニーズの先を読み、迅速にそれに応
えていくことも忘れない。2000年代からは冷凍、
冷蔵輸送に係る設備投資を積極的に進めており、
３温度帯貨物（食品、酒類、医薬品）の保管や配

送、Ｅコマース関連のBtoC物流にも取り組んでい
る。

今後の展望～九州と香港を繋ぐ存在として
門司発祥の企業である同社は、九州との関連物
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組織名：山九東源国際（香港）有限公司
代表者：社長　和田　武
所在地：Room 2206B-2215, 22/F, Metro Loft, 
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知的財産実務者育成セミナー
セミナープログラム

　知的財産の権利取得や活用などの基礎的な実務能力が習得できるセミナーを全10回シリーズで開催
します。知的財産を経営に役立てることに関心のある中小・ベンチャー企業の方や公的支援機関等で知
的財産支援をご担当されている方をはじめ、知的財産に興味がある方ならどなたでも参加できます。

日 程 令和４年７月～１１月（全10回）

内 容 プログラムは右ページに掲載しています。
 オンラインをメインに開催します。
 （遠隔地よりインターネットを介して受講）

場 所 オンライン開催以外は、 
 福岡中小企業振興センタービル
 　福岡市博多区吉塚本町９－１５（ＪＲ吉塚駅東口　徒歩スグ）

受講料 1人 5,000円
（特定の回のみ受講の場合は、１回あたり1,000円）

申込み 令和４年７月１日（金）までに下記内容を記載したメール、
または、下記申込み用紙に記入のうえＦＡＸで送付してください。
受講の可否については、申込み締切後にお知らせします。

主 催 （公財）福岡県中小企業振興センター
 ＜知的財産支援センター＞

問合先 知的財産支援センター　担当：永吉、高橋
 電話：092-622-0035、メール：ipc@joho-fukuoka.or.jp

申込み用紙 申込み先：知的財産支援センター　FAX 092-624-3300
氏 名

事 業 所 所 在 地

〒

Ｔ Ｅ Ｌ

メ ー ル ア ド レ ス

企 業 名 部 署 名 職 種

①経営者層

②知財部門

③技術開発部門

④その他

出 願 経 験

有 無

有 無

全回 特定回
（　　）

J-PlatPatの使用経験

全回／特定回のみ

第１回

経営に資する知財
活動の在り方
講師　弁理士　羽立 幸司
知的財産についての概論だけでなく、特
許性・抵触などについての基本的な考え
方を理解していただいて、さらに、知的
財産を経営に活かす視点からも講義を行
います。特に、事業計画に繋がるビジネ
スモデルと知的財産の関係を説明します。
また、デザイン経営・デザイン思考なども
講義内容には入れて、意匠・デザインの他、
ブランディングの観点からも講義を行いま
す。グループ討議も行い、知的財産につ
いて具体的に考えていただきます。

７月１４日（木）
13：30～ 17：00

第２回

特許・実用新案制度の
概要
講師　弁理士　山下 滋之
特許権を取得するための要件、特許出願
のメリット・デメリット、出願から登録ま
での流れ等について、具体例・実例を交
えながら説明します。また、シンプルな
商品を題材として、権利化のプロセス（発
明の本質を捉え、概念を拡張するプロセ
ス）を体感していただきながら、インプッ
トした情報の整理と理解の定着を図りま
す。裁判例をもとに、出願時の留意点等
について検討します。実用新案制度の概
要・実情にも触れます。

７月２８日（木）
13：30～ 17：00

第３回

特許・実用新案出願の
手続きと出願後の対応
講師　弁理士　山下 滋之
特許出願を行うためには、法的要件を念頭
に、「明細書」「特許請求の範囲」「図面」「要
約書」を作成する必要があります。本講義
では、これらの書類の意義や作成上の留意
点について説明します。また、権利範囲を
定める「特許請求の範囲」を実際に作成し
ていただき、裁判例から言葉の大切さを学
びます。中間対応（拒絶対応）のバリエー
ションや駆引きについて説明し、審査の実
情にも触れます。特許制度と実用新案制度
との違いにも言及します。

８月１0日（水）
13：30～ 17：00

第４回

商標権・地理的表示
講師　弁理士　山野 有希子
商標とは、自己と他人の商品・サー
ビスとを区別するためのマーク（識別
標識）であり、ビジネスを行ううえで
必要不可欠とも言えるものです。
本講義では、商標登録制度の概要や、
商標登録出願の手続等について、出
願前、出願時、出願後、登録後の各
段階で留意すべき実務上のポイント
を含めながら説明します。
また、地理的表示の保護制度につい
ても、商標登録制度による保護との
比較を交えながら解説します。

８月２５日（木）
13：30～ 17：00

第５回 第６回

講師　特許流通コーディネーター
商標検索や特許検索の目的と方法につ
いて説明します。
また、パソコンを使い、国が提供して
いる特許情報プラットフォーム
J-PlatPat で検索実習します。

第７回

意匠権・意匠法改正
講師　弁理士　布施 哲也
意匠制度の基本として、登録対象や
登録要件、手続きの流れについて解
説します。意匠特有の制度について
も、具体的に説明し、理解を深めて
いただきます。特に意匠の出願戦略
として関心が高い部分意匠と関連意
匠については、令和元年度の法改正
を踏まえて、事例も交えながら実践
的な活用のしかたを紹介します。
また、特許や商標と連携した知財ミッ
クスにも触れながら、総合的な意匠
の活用のしかたを説明します。

１０月６日（木）
13：30～ 17：00

第８回

著作権
講師　弁理士　山野 有希子
著作権については、身近な権利であ
る一方で、複雑で難しいといった声
も聞かれます。本講義では、「どのよ
うなものが著作権の保護の対象とな
るのか」「どのような行為が著作権侵
害となるのか」といった基本事項を
押さえながら、著作権制度について
わかりやすく解説します。また、実
務に役立てていただけるように、ト
ラブルに巻き込まれないために注意
すべきポイントや、陥りやすい失敗
例についても紹介します。

１０月２０日（木）
13：30～ 17：00

第９回

外国出願
講師　弁理士　小木 智彦
外国で特許や商標等の知的財産権を
取得する際に、どのような手続きが必
要なのか。PCT国際特許出願、パリ
優先権を活用した外国出願（米国、欧
州、中国等）、マドプロ経由での商標
出願等について、各手続きのメリット、
デメリットの説明とともに、中小企業
等が海外で権利を取得する目的や効
果、出願すべきタイミング、海外で権
利を取得した成功事例等を含めて解説
します。

１１月２日（水）
13：30～ 17：00

第10回

知財に関する契約と交渉
講師　弁護士　田中 雅敏
せっかく知的財産権を取得しても、
これを活用し、収益に繋げなければ
意味がありません。その際に避けて
通れないのが「契約」。本講座では、
単に契約書の文言の説明を行うだけ
ではなく、本当にビジネスに役立つ
「契約スキーム」の作り方や、「契約
締結交渉」のポイントについて、実
例を交えて説明します。

１１月18日（金）
13：30～ 17：00

経営者層にもお勧め！！

オンライン オンライン

オンライン検索実務入門
班

Ａ

Ｂ

第５回

９/７（水）

９/９（金）
13：30～17：00

第６回

９/21（水）

９/22（木）

オンライン

オンライン

オンライン
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知的財産実務者育成セミナー
セミナープログラム

　知的財産の権利取得や活用などの基礎的な実務能力が習得できるセミナーを全10回シリーズで開催
します。知的財産を経営に役立てることに関心のある中小・ベンチャー企業の方や公的支援機関等で知
的財産支援をご担当されている方をはじめ、知的財産に興味がある方ならどなたでも参加できます。

日 程 令和４年７月～１１月（全10回）

内 容 プログラムは右ページに掲載しています。
 オンラインをメインに開催します。
 （遠隔地よりインターネットを介して受講）

場 所 オンライン開催以外は、 
 福岡中小企業振興センタービル
 　福岡市博多区吉塚本町９－１５（ＪＲ吉塚駅東口　徒歩スグ）

受講料 1人 5,000円
（特定の回のみ受講の場合は、１回あたり1,000円）

申込み 令和４年７月１日（金）までに下記内容を記載したメール、
または、下記申込み用紙に記入のうえＦＡＸで送付してください。
受講の可否については、申込み締切後にお知らせします。

主 催 （公財）福岡県中小企業振興センター
 ＜知的財産支援センター＞

問合先 知的財産支援センター　担当：永吉、高橋
 電話：092-622-0035、メール：ipc@joho-fukuoka.or.jp

申込み用紙 申込み先：知的財産支援センター　FAX 092-624-3300
氏 名

事 業 所 所 在 地

〒

Ｔ Ｅ Ｌ

メ ー ル ア ド レ ス

企 業 名 部 署 名 職 種

①経営者層

②知財部門

③技術開発部門

④その他

出 願 経 験

有 無

有 無

全回 特定回
（　　）

J-PlatPatの使用経験

全回／特定回のみ

第１回

経営に資する知財
活動の在り方
講師　弁理士　羽立 幸司
知的財産についての概論だけでなく、特
許性・抵触などについての基本的な考え
方を理解していただいて、さらに、知的
財産を経営に活かす視点からも講義を行
います。特に、事業計画に繋がるビジネ
スモデルと知的財産の関係を説明します。
また、デザイン経営・デザイン思考なども
講義内容には入れて、意匠・デザインの他、
ブランディングの観点からも講義を行いま
す。グループ討議も行い、知的財産につ
いて具体的に考えていただきます。

７月１４日（木）
13：30～ 17：00

第２回

特許・実用新案制度の
概要
講師　弁理士　山下 滋之
特許権を取得するための要件、特許出願
のメリット・デメリット、出願から登録ま
での流れ等について、具体例・実例を交
えながら説明します。また、シンプルな
商品を題材として、権利化のプロセス（発
明の本質を捉え、概念を拡張するプロセ
ス）を体感していただきながら、インプッ
トした情報の整理と理解の定着を図りま
す。裁判例をもとに、出願時の留意点等
について検討します。実用新案制度の概
要・実情にも触れます。

７月２８日（木）
13：30～ 17：00

第３回

特許・実用新案出願の
手続きと出願後の対応
講師　弁理士　山下 滋之
特許出願を行うためには、法的要件を念頭
に、「明細書」「特許請求の範囲」「図面」「要
約書」を作成する必要があります。本講義
では、これらの書類の意義や作成上の留意
点について説明します。また、権利範囲を
定める「特許請求の範囲」を実際に作成し
ていただき、裁判例から言葉の大切さを学
びます。中間対応（拒絶対応）のバリエー
ションや駆引きについて説明し、審査の実
情にも触れます。特許制度と実用新案制度
との違いにも言及します。

８月１0日（水）
13：30～ 17：00

第４回

商標権・地理的表示
講師　弁理士　山野 有希子
商標とは、自己と他人の商品・サー
ビスとを区別するためのマーク（識別
標識）であり、ビジネスを行ううえで
必要不可欠とも言えるものです。
本講義では、商標登録制度の概要や、
商標登録出願の手続等について、出
願前、出願時、出願後、登録後の各
段階で留意すべき実務上のポイント
を含めながら説明します。
また、地理的表示の保護制度につい
ても、商標登録制度による保護との
比較を交えながら解説します。

８月２５日（木）
13：30～ 17：00

第５回 第６回

講師　特許流通コーディネーター
商標検索や特許検索の目的と方法につ
いて説明します。
また、パソコンを使い、国が提供して
いる特許情報プラットフォーム
J-PlatPat で検索実習します。

第７回

意匠権・意匠法改正
講師　弁理士　布施 哲也
意匠制度の基本として、登録対象や
登録要件、手続きの流れについて解
説します。意匠特有の制度について
も、具体的に説明し、理解を深めて
いただきます。特に意匠の出願戦略
として関心が高い部分意匠と関連意
匠については、令和元年度の法改正
を踏まえて、事例も交えながら実践
的な活用のしかたを紹介します。
また、特許や商標と連携した知財ミッ
クスにも触れながら、総合的な意匠
の活用のしかたを説明します。

１０月６日（木）
13：30～ 17：00

第８回

著作権
講師　弁理士　山野 有希子
著作権については、身近な権利であ
る一方で、複雑で難しいといった声
も聞かれます。本講義では、「どのよ
うなものが著作権の保護の対象とな
るのか」「どのような行為が著作権侵
害となるのか」といった基本事項を
押さえながら、著作権制度について
わかりやすく解説します。また、実
務に役立てていただけるように、ト
ラブルに巻き込まれないために注意
すべきポイントや、陥りやすい失敗
例についても紹介します。

１０月２０日（木）
13：30～ 17：00

第９回

外国出願
講師　弁理士　小木 智彦
外国で特許や商標等の知的財産権を
取得する際に、どのような手続きが必
要なのか。PCT国際特許出願、パリ
優先権を活用した外国出願（米国、欧
州、中国等）、マドプロ経由での商標
出願等について、各手続きのメリット、
デメリットの説明とともに、中小企業
等が海外で権利を取得する目的や効
果、出願すべきタイミング、海外で権
利を取得した成功事例等を含めて解説
します。

１１月２日（水）
13：30～ 17：00

第10回

知財に関する契約と交渉
講師　弁護士　田中 雅敏
せっかく知的財産権を取得しても、
これを活用し、収益に繋げなければ
意味がありません。その際に避けて
通れないのが「契約」。本講座では、
単に契約書の文言の説明を行うだけ
ではなく、本当にビジネスに役立つ
「契約スキーム」の作り方や、「契約
締結交渉」のポイントについて、実
例を交えて説明します。

１１月18日（金）
13：30～ 17：00

経営者層にもお勧め！！

オンライン オンライン

オンライン検索実務入門
班

Ａ

Ｂ

第５回

９/７（水）

９/９（金）
13：30～17：00

第６回

９/21（水）

９/22（木）

オンライン

オンライン

オンライン
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株式会社黒木工業所
技術研究所
福岡県鞍手郡鞍手町古門字兵丹3109－10
事業内容：黒木工業所（金属製品製造業）内　技術研究

部門
技術研究所は、黒木工業グループ全体の支
援を行う部門

従業員数：101名
創　　業：1938年
資 本 金：2,710万円

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

わが社の強み
当社は、1938年の創業より
製鉄所の大型設備の溶接補
修事業を中心に全国に事業所
を展開して参りました。溶接
補修に留まらず、機械加工、
組み込みまで、すべてワンス
トップで対応いたします。
また、黒木工業グループの一つである黒木コンポジット株式会社は、創業時よ
り、当時先端技術であった電子ビーム溶接、HIP接合装置を導入し、異種金属
接合を主軸に幅広いニーズに対応できる体制の構築に努めております。 

TOPICS
［新設備1］SPS（放電プラズマ焼結）
 サイズ：Φ190×300mm　処理温度：～2500度
特徴：バインダレス焼結（難焼結材が対応可能に）、短時間焼結（自己加熱

による）等、様々な材質の焼結試験を承ります。
［新設備2］金属3Dプリンター　　サイズ：275×275×400mm　　
取扱い材質：インコネル718（その他材質も対応可能）
自社製品または試作品の3D造形検討、お見積依頼等、何なりとお気軽にお問
い合わせください。

企業詳細はこちら

株式会社SENTAN Pharma
福岡県福岡市博多区下川端町2番1号9F
事業内容：独自のナノ・マイクロ粒子製剤化技術による

創薬事業、予防医学事業
従業員数：13名
創　　業：2007年
資 本 金：195万円

わが社の強み

独自のナノ・マイクロ粒子化の
技術を駆使して、さまざまな疾
患に対する治療薬開発を行って
います。また、「病気になりにく
い心身を作る。病気を予防し、
健康を維持する」という考え方
に基づく予防医学事業を立ち上げ、創薬由来の技術で、確か
なエビデンスのある健康食品を開発しています。

TOPICS
現在販売中の予防医学商品「玄米フーディクル」は、水にさっ
と溶ける粉末タイプの食品です。これまでの研究で「腸内フロー
ラの善玉・悪玉のバランスを整える」「依存症を改善する」「軽
度認知機能障害（MCI）を予防・改善する」といった効果があ
ることが分かっており、特許も出願・登録済です（特許登録
6895656号、特願 2018-231249、特願 2021-208891）。

企業詳細はこちら

企業詳細はこちら

有限会社三江工業所
福岡県北九州市八幡西区紅梅１丁目１１－１３
事業内容：精密機械加工
従業員数：17名
敷地面積：365㎡
建屋面積：620㎡
創　　業：1962年
資 本 金：300万円

わが社の強み
創業以来、高品質にこだわり技
術力で顧客との信頼関係を大事
にし経営を行ってきました。
多種多様な切削加工を自社でワ
ンストップ加工し、短納期のご
注文にも対応できる生産技術を
強みにしています。

TOPICS
半導体製造部品に参入するために、3次元測定器（2022年
3月）、NC旋盤、MCセンター（2022年 8月）を導入します。
随時ホームページで紹介しますので是非ご覧ください。

今月のモノづくりPICK UP！企業

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

九州産もち米を100％使用！
国産熊笹で巻いて蒸しあげた
ご馳走ちまき。

お取り寄せ・贈り物のちまき専門店竹千寿の本格ちまきを
家庭用パッケージにしました。

972円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

 「よかもん市場」は当センターが運営する福岡を中心とする九州の地場企業のためのインターネットショッピングサイトです。

福岡をお取り寄せ
よかもん市場 今月の PICK UP！

店舗名：竹千寿
商品名：
【冷凍便】笹ちまき（豚角煮）
80g×３個入

櫨の美しい灯りのひとときを
過ごしませんか？
大きく揺らぎながらもゆった
りと静かに燃えて行く炎に目
が離せません。筑後産イグサ
科の灯芯草を使った芯と櫨の
実を絞った櫨蝋です。

1,540円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

店舗名：松山櫨
商品名：眞櫨きゃんどる

濃厚な味わいで人気のティラ
ミスを低糖質でどうぞ！
まだお召し上がりされたこと
のない方は、ぜひお試しくだ
さい！
小麦粉、砂糖を可能な限り使
用しておりません。

750円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

店舗名：
ベークショップイワハシ
商品名：低糖質ティラミス

甘みと酸味が心地よく調和したとってもフ
ルーティーなワインです。
アントシアニンを豊富に含んだ野生種のブ
ルーベリーを100％原料に作りました。

1,430円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

店舗名：巨峰ワイナリー
商品名：
ブルーベリーワイン（360ml）

店舗名：
もっと福岡よかもんマルシェ
商品名：糸島めん鯛

野菜に野菜をかけるドレッシ
ングです。
調味料と言えども原材料は地
元野菜がぎっしり詰まった野
菜を野菜で食べる感覚のド
レッシングです。

1,450円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから⇒

店舗名：奥村醤油醸造場
商品名：
ドレッシング３本セット

（宮若市）

（久留米市） （福岡市）

（久留米市） （福岡市）

ホカホカご飯にたまらない！
糸島めん鯛の魅力は天然真鯛
の漬けと明太子のハーモニー
がホカホカご飯のお供にバッ
チリ！お酒の肴にも喜ばれて
います。

アレンジレシピも豊富ですよ！

994円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

（みやこ町）
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株式会社黒木工業所
技術研究所
福岡県鞍手郡鞍手町古門字兵丹3109－10
事業内容：黒木工業所（金属製品製造業）内　技術研究

部門
技術研究所は、黒木工業グループ全体の支
援を行う部門

従業員数：101名
創　　業：1938年
資 本 金：2,710万円

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

わが社の強み
当社は、1938年の創業より
製鉄所の大型設備の溶接補
修事業を中心に全国に事業所
を展開して参りました。溶接
補修に留まらず、機械加工、
組み込みまで、すべてワンス
トップで対応いたします。
また、黒木工業グループの一つである黒木コンポジット株式会社は、創業時よ
り、当時先端技術であった電子ビーム溶接、HIP接合装置を導入し、異種金属
接合を主軸に幅広いニーズに対応できる体制の構築に努めております。 

TOPICS
［新設備1］SPS（放電プラズマ焼結）
 サイズ：Φ190×300mm　処理温度：～2500度
特徴：バインダレス焼結（難焼結材が対応可能に）、短時間焼結（自己加熱

による）等、様々な材質の焼結試験を承ります。
［新設備2］金属3Dプリンター　　サイズ：275×275×400mm　　
取扱い材質：インコネル718（その他材質も対応可能）
自社製品または試作品の3D造形検討、お見積依頼等、何なりとお気軽にお問
い合わせください。

企業詳細はこちら

株式会社SENTAN Pharma
福岡県福岡市博多区下川端町2番1号9F
事業内容：独自のナノ・マイクロ粒子製剤化技術による

創薬事業、予防医学事業
従業員数：13名
創　　業：2007年
資 本 金：195万円

わが社の強み

独自のナノ・マイクロ粒子化の
技術を駆使して、さまざまな疾
患に対する治療薬開発を行って
います。また、「病気になりにく
い心身を作る。病気を予防し、
健康を維持する」という考え方
に基づく予防医学事業を立ち上げ、創薬由来の技術で、確か
なエビデンスのある健康食品を開発しています。

TOPICS
現在販売中の予防医学商品「玄米フーディクル」は、水にさっ
と溶ける粉末タイプの食品です。これまでの研究で「腸内フロー
ラの善玉・悪玉のバランスを整える」「依存症を改善する」「軽
度認知機能障害（MCI）を予防・改善する」といった効果があ
ることが分かっており、特許も出願・登録済です（特許登録
6895656号、特願 2018-231249、特願 2021-208891）。

企業詳細はこちら

企業詳細はこちら

有限会社三江工業所
福岡県北九州市八幡西区紅梅１丁目１１－１３
事業内容：精密機械加工
従業員数：17名
敷地面積：365㎡
建屋面積：620㎡
創　　業：1962年
資 本 金：300万円

わが社の強み
創業以来、高品質にこだわり技
術力で顧客との信頼関係を大事
にし経営を行ってきました。
多種多様な切削加工を自社でワ
ンストップ加工し、短納期のご
注文にも対応できる生産技術を
強みにしています。

TOPICS
半導体製造部品に参入するために、3次元測定器（2022年
3月）、NC旋盤、MCセンター（2022年 8月）を導入します。
随時ホームページで紹介しますので是非ご覧ください。

今月のモノづくりPICK UP！企業

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

九州産もち米を100％使用！
国産熊笹で巻いて蒸しあげた
ご馳走ちまき。

お取り寄せ・贈り物のちまき専門店竹千寿の本格ちまきを
家庭用パッケージにしました。

972円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

 「よかもん市場」は当センターが運営する福岡を中心とする九州の地場企業のためのインターネットショッピングサイトです。

福岡をお取り寄せ
よかもん市場 今月の PICK UP！

店舗名：竹千寿
商品名：
【冷凍便】笹ちまき（豚角煮）
80g×３個入

櫨の美しい灯りのひとときを
過ごしませんか？
大きく揺らぎながらもゆった
りと静かに燃えて行く炎に目
が離せません。筑後産イグサ
科の灯芯草を使った芯と櫨の
実を絞った櫨蝋です。

1,540円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

店舗名：松山櫨
商品名：眞櫨きゃんどる

濃厚な味わいで人気のティラ
ミスを低糖質でどうぞ！
まだお召し上がりされたこと
のない方は、ぜひお試しくだ
さい！
小麦粉、砂糖を可能な限り使
用しておりません。

750円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

店舗名：
ベークショップイワハシ
商品名：低糖質ティラミス

甘みと酸味が心地よく調和したとってもフ
ルーティーなワインです。
アントシアニンを豊富に含んだ野生種のブ
ルーベリーを100％原料に作りました。

1,430円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

店舗名：巨峰ワイナリー
商品名：
ブルーベリーワイン（360ml）

店舗名：
もっと福岡よかもんマルシェ
商品名：糸島めん鯛

野菜に野菜をかけるドレッシ
ングです。
調味料と言えども原材料は地
元野菜がぎっしり詰まった野
菜を野菜で食べる感覚のド
レッシングです。

1,450円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから⇒

店舗名：奥村醤油醸造場
商品名：
ドレッシング３本セット

（宮若市）

（久留米市） （福岡市）

（久留米市） （福岡市）

ホカホカご飯にたまらない！
糸島めん鯛の魅力は天然真鯛
の漬けと明太子のハーモニー
がホカホカご飯のお供にバッ
チリ！お酒の肴にも喜ばれて
います。

アレンジレシピも豊富ですよ！

994円（税込／送料別）
お問合せ・購入はこちらから ⇒

（みやこ町）
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令和４年度自動車サプライヤー連携強化事業

現在、次世代自動車の普及やＣＡＳＥ（つながる、自動化、共有、電動化）の潮流など自動車産業を取り巻く環境は大きく
変化しており、今後の製品開発においては、限られたリソースの効率的な活用や補完を図るための他社との連携や役割分
担が必要です。
そのため、県内の自動車関連産業に携わる中小企業を対象に、企業同士の連携による付加価値の高い技術・製品開発

を推進するため、補助金の交付や技術連携促進会を開催します !

お問い合わせ先　北部九州自動車産業グリーン先進拠点推進会議事務局（福岡県商工部自動車・水素産業振興課）
TEL : 092 - 643 - 3447　FAX : 092 - 643 - 3847　E-mail : j isui@pref.fukuoka. lg. jp

＜応募対象＞
（１）単独申請区分
・県内に事業所（※1）を置く自動車関連産業に携わる（意向を含む）中小企業（推進会議会員企業に限る）

※1…登記上の主たる事務所、工場、研究所等を指す。
（２）共同申請区分
・企業を含む複数の構成員（個人を除く）による共同開発グループ
・グループのうち主たる代表申請者は、県内に事業所（※1）を置く自動車関連産業に携わる中小企業
・申請者（構成員を含む）は推進会議会員企業に限る

１．自動車サプライヤー連携強化事業補助金

【目的】県内サプライヤーと連携の相手先となる企業等との『出会いの場』を提供
【日程】令和４年１０月５日（水）予定
【場所】マリンメッセ福岡Ａ館・Ｂ館（会場未定）
【内容】モノづくりフェア２０２２開催期間中（延べ３日間）の１日で実施

▶ 大学教授等による技術連携に係る講演会（予定）
▶ 連携希望企業による技術プレゼンテーション
▶ 連携希望企業による独自技術や製品のブース展示
▶フリーブースでの商談や技術交流会

２．自動車サプライヤー技術連携促進会

<補助金内容 >

補助内容

対象経費

補助率

補助上限額

補助件数

【目的】連携企業を探す
自社技術等のPRツール作成に係る経費
・ホームページや動画の制作費　等

機械装置費／材料・消耗品費／外注・委託費／旅費／人件費／外部講師受入費／その他経費

１／２

５００千円 ２，０００千円

８件（※2） ４件（※2）

単独申請
【目的】連携企業との製品開発等
製品開発等に係る経費
・共同開発等に必要な設備の導入費
・試作品の開発費・既存製品の改良費 等

共同申請

（ＨＰ作成） （動画作成） （設備の導入、改良）

（技術プレゼン）

（製品展示）

応募〆切
令和４年８月３１日（水）
午後５時まで（※2)

※2…補助金交付決定額が予算額に達した時点で募集を終了。
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